
第5∈；回 市町村セミナー・事例報告  

「釧路市における生活保護受給母子世帯自立生活支援モデル事業」  

1 名Itl路市の概況   

人  口195，095人（H17．10．11）  世帯数 91，959世帯（同）   

主要産業 北海道東部に位置し、水産、石炭、製紙、酪農、そして観光が主な産業  

近年、水産や石炭などの基幹産業が大きく後退、地域経済は厳しい状況  

2 生活保護等の状況（平成16年度）   

被保護世帯数 4，661世帯   被保護人員 7，495人  保護率 40．0％0   

世帯類型構成 高齢者世帯1，863（40．0％）  傷病・障害世帯1，617（34．7％）   

（）内構成割合 母子世帯   831（17．8％上   その他世帯  350（7．5％）  

※全国平均8．8％   

参考数値   16年度■離婚率3．04（全国2．15） 有効求人倍率0．47（全国）  

3 自立支援モデル事業策定と推進の全体構図  

※調査分析作業、外部委員も入れた支援策検討作業、支援事業の直接実施部門を各々分   

担させた上で、実施機関たる市（福祉事務所）を中心に連携をとると共に参加メン   

バーもラップさせた。  
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4 ワーキンググループの設置［第三者評価機関］   

メンバー  学識経験者（公立大学教授、助教授）、福祉関係NPO役員、福祉関係団  

体役員、市役所関係職員（教育委員会指導主事室、男女共同参画、児童  

家庭課、健康推進課指導保健師）、事務局として福祉事務所   

検討内容  ①母子世帯の類型的整理検討（生活環境、養育環境、就労意欲等）  

②類型分けに基づく就労支援、生活支援、養育支援対象世帯に対する効  

果的支援策の議論・検討  

③試行支援事業の効果検証、今後の課題整理  

会議開催 16年度 5回、17年度 3回  計8回  

5 釧路公立大学地域経済研究センターとの共同研究く委託調査〉実施   

研究テーマ  釧路市における生活保護受給母子世帯の自立支援に関する基礎的研究   

調査項目  受給母子世帯の特性、母親の稼働能力と就労阻害要因（成育歴、学歴、  

職歴、資格、労働への意欲など）、養育環境、活用社会資源，サービス  

アンケート  ○生保受給母子世帯181世帯 回答137世帯   

（一部面接） ○非受給母子世帯1，003世帯 回答258世帯  

※各調査実施後、中間報告会という形で、大学側と市で勉強会開催  

6 釧路市（福祉事務所）の母子世帯自立支援モデル事業・実施体制  

係毎に事業担当者を指名   

日常業務と並行し事業推進役となる  
世帯の基礎データ一作り  

対象世帯の選定、支援フォロー  
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就労支援員をサポートし求職活   

動援助（ハローワーク同行支援）等  

母子自立生活支援員（嘱託）配置※  

支援事業の調整、進行把梶  

面接相談指導、ハローワーク求人  

の紹介、CWとの調整  

就労支援員（嘱託）  

ハローワークとの連携・調整  

※17年度1名配置（保育士資格者）／親子サロン事業の手助けや講習会開催時の託児援助も担う  
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7 試行一支援事業の実施内容  全休の展開図は別紙1  

※生活型世帯：就労自立を目指す前段階として、日常生活・社会生活の自立を促す支援  

が必要と考えられる世帯。外の社会に出ること、他人と接し交流すること、人の役に  

立つという経験など基礎的な支援を要する対象としてイメージした。  

①社会貢献的就業体験研修事業   

介護事業所に委託／ホームヘルパーに同行研修（「高齢者世帯へのご機嫌伺い」）  

②自立支援教室   

a精神障害者小規模作業所スタッフ補助   

b親子サロン参加（拡大教室として「親子料理教室」「就職準備活動講習会」開催）  

③資格講座受講支援事業   

職業訓練機関と連携し「母子OA講座」受講支援   

（付随しての子育て支援 ／保育園短期入所・NPOに託児委託）  

※
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「自己肯定感、達成感を醸成するような支援策を」というワーキンググループ   

での議論を受け、企画  

就
労
型
世
帯
へ
の
支
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（Dインターンシップ事業／介護福祉施設での施設実習参加  

②就労支援員を通じた相談・指導   

生業扶助活用による資格取得  

「就労支援事業」対象者への選定▲支援など  

※［情報提供、啓発事業として］  

選定した世帯及び選定外のうち非稼動の（特殊な阻害要因を有する世帯を除く）母子世  

帯・約250世帯に対し、自立支援事業に関する広報（事業案内や参加者の感想、求人案  

内など掲載）を17年度8回発行、自宅へ郵送  

参考：お便り「ふれあい」No3号 別紙2  
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8 母子世帯自立支援モデル事業の実績及び効果等  

（1）試行・支援事業の実績及び効果  平成17年7月～平成18年1月  

支援事業区分   対象者  参加者  就職者  廃止者  効果有者※   効果額   

生活型母子世帯支援   56人   50人   4人   0人   21人  170千円／月   

就労聖母子世帯支援   26人   22人   11人   0人   22人  750千円／月  

※効果有り者：求職活動中（結果、事業終了後就労含む）や資格取得中の者、講座受講終了者など  

（2）個別の実施結果   

①生保t母子世帯自立支援モデル事業／生活型世帯の状況  別紙3   

②生保・母子世帯自立支援モデル事業／就労型世帯の状況  別紙4  

③母子自立支援選定検討表（実際のケース例）①②③  別紙5  

※参考  生活保護受給者等就労支援事業実施状況（H17．6～H18．3）  

対 象 者  55人  就職者19人  保護廃止者2人   

うち母子世帯（18人）  （1人）  （11人）   

9 実施機関以外の外部の視点による評価と社会資源活用の有用性  

①第三者評価機関】ワーキンググループにおける外部の視点からみたケース支援の   

在り方についての議論がプログラムの策定の基礎となった。  

OCWは給付管理者、限界がある。他の機関、団体との連携をとることを考えるべき。  

01対1のケースワークの中での情報伝達から開かれた情報提供が必要。  

○支援にステップを用意し、状況変化に応じた段階的支援が望ましい。  

○プログラム参加の「動機づけ」を強く意識すべき。インセンティブが働くような。  

○最初のステップから就労に至るまでの間に「中間的就労」の場が必要では。  

○就労に至らないまでも社会と関わり外に出る「社会的時間」を作ってあげることは重要。  

○母子世帯の自立阻害要因の大きなものは「情報不足」と「子ども」の問題。  

②試行支援事業の実施に当たっては、市（福祉事務所）直接ではなく事業所等への   

委託事業として実施。ただ紹介、斡旋するのではなく、段取りし、事業所と常に   

連絡を取り合いながらも、『陰から見守る』式で対応。  

○参加者にCW以外の第三者に責任感を持って自発的に参加したという意識形成が可能とな  

った。「やらされている」という印象を少しでも薄める努力。  

※受託事業所には、参加対象者への案内、オリエンテーションの実施、事業実施現   

場の指導、反省会まで実施してもらった。  
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10 平成18年度以降に向けての課題等  

実施権関としての内部課題  

（1）世帯に対する的確で簡便なアセスメントの方法の確立  

○アセスメント手法の技術的な積み上げの必要性  

○一方、CWの見立てを裏切るケースの変容・側面にどう対応するか  

く厳密なアセスメントに拘って良いのか〉  

○あるア／くウトさも必要か。支援しながら効果的プログラムを探るという視点も。  

また、広く募集案内し、参加者を募る手法（本人が参加を選択）もプログラム内容に  

よっては必要では。  

（2）CWの意識改革、支援プログラム事業を組織的に推進する体制確立  

○忙しい中に、不確実性を持った新たな仕事（やれば、やるほど増えるような仕事）  

を持ち込むことへの抵抗感の払拭作業  

○日常業務にすぐ使われるプログラム策定の必要性  

○プログラム参加によって、変化したケースの変わりように対する共感の共有  

○具体的な「目標」を持っての仕事への取り組みスタイル確立（達成感の共有）  

○社会資源の活用に当たって、CWが実際に関係機関、団体と直接接触し機構として  

連携するのではなく、支援者同士として関係を構築する努力の積み上げ。  

今後のプログラム推進に当たっての考え方・課題  

（1）母子世帯支援での保育の確保の重要性と子ども支援の必要性  

○プログラム参加を促すには託児への対応がシステムとしてセットになる。保育園の空  

きが少ない中での、対応として独自の託児支援が必要ではないか。  

○子どもが外に出るようになって、初めて課題を持った子どもの状態が分かることがあ  

る。（新たなステップを踏み出すことによって見えてくる「新たな」課題発見）  

（2）支援のネットワーク（「見守り連絡会」）形成の必要性  

○組織的な支援体制作りのため、支援に関わる機関、団体等によってネットワークを構  

築し、実施機関以外の情報・力と連携を持つことが必要。  
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釧路市生活保護母子世帯自立支援モデル事業・試行支援事業展開概況  

i社会性付与／日常生活・…  自立支援教室  
社会生活の自立：  

‾‾‾′   一‾‾‾‾  
＿一  

ノニー NPO地域生活支援ネットワーク／ 親子サロン参加  

拡大教室／親子料理教室  

就職準備活動講習会  

l‾‾‾‾‾‾‾－‾■‾‾‾‾‾■‾▼‾‾‾‾‾   

：社会貢献活動従事／社会参加  

意欲、勤労意欲喚起  
l        ■‾ ‾ ‾ ′  

■－ 一   一一一 

I l  

：社会貢献活動従事／勤労 ：  

自立支援教室  

の  

l   

意欲喚起、プレ就労体験：  
＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿l  ′′二′′′●  

ノ′′  こ 関との連携 l  

l こ 母子OA  

： 講座受講  

l  

l＝ ■ ■ ▲ ■ ■ ■ ■  

スキルアップ  

介護事業所／ホームヘルパー同行・話し相手  

口  
：［託児支援］  
■  

I‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾■‾ l  

；就労体験、資質向上 ：  
l   

インターンシップ事業  

／就労への自信 ；  
▼＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿J  インターンシップ受入事業所  ＿一－！！ユニーーー‾  

ハローワーク  

●ハローワーク連携「就労支援事業」対象選定  

トライアル雇用・職業訓練・一般紹介  

●生業扶助等の活用含めた就労指導  ；   
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していなく、子ども達を遊ばせただけでまだこれといった活動をしていません。  
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保健福祉部 生活福祉第一課 第二課  

晒哺咽・職・耶均研掲・晒哨・飢鞄靴始喝・¢汀鶉■   

米町親子サロン等を運営している「NPO法人地域ネットワークサロン」から皆さ  

んに求人情報を紹介して欲しいと依頼がありましたのでお知らせいたします。この  

仕事は北園啓生園からNPO法人ネットワークサロンが委託を受けている清掃のお  

仕事です。もともと知的障害者の方が清掃についていますが、今回一人世帯の皆様   

にもと声がかかったものです。そこで、一緒に働いて頂く事になります。  

応募してみませんか？  

晒哺卵鶉・鞘・喝一喝・6喝哺咽吼殆喝・鵬■  

介護事業所、母親教室へのご参加ご苦労様です。  
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S士ん  

自分もうつ病のため、皆さんと触れ合って一緒に作業のお手伝いをして自分のリハビリ  

にもなり、皆さんが少しでも私が行ってお手伝いをして笑顔が見えた時等すごくうれし  

鞍  

に潜んでいる不安な気持ち、どうして心の病気になってしまったのか、もっと皆さんと  

話がしたいです。   

M士ん  

充実感があり、ためになります。参加内容もまだ二田しか経験していないのでよく  

わかりませんが自分としては、丁度良いと思います。社会の一員として、このよう  

、」  

な形で奉仕をできる事に感謝しております。  

少しでも役に立てられれば幸いです。  

これからも自分で、できる限りの事を頑張りたいと思います。  

∴＼、＼＋∴’、、  今回は、各事業所へ寄せられた感想文を  
ご紹介したいと思います。   
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お年寄りの一人の生活を現実に見て、いかにホームヘルパーが大切な存在であるかわ  

かりました。お年寄りとお話をし、てホームヘルパーが来るようになって元気になっ  

た事を聞かせてもらったり、来る前は精神的にもうつ状態であった事、又他人（近隣  

の方々等）に頼む事が苦痛であったり、気を使ったりと大変な事お年寄りの悩みもし  

りました。ホームヘル／トの仕事も大変な仕事ですが私にもでさないかな等と考えて  

います。参加内容も丁度良く、ためになります。  
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普段生活している中で、接する事のない方々ばかりなので、そうゆう人達もいる  

んだと実感しました。一度見学に行っただけですが、私が教えてもらう事の万が  

多いような気がして、ためになります。参加内容も週に一度位だと聞いたので時間的等  

についても参加しやすいと思います。  
躍離郷卵勒嘲陶物鞠   
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悔軸 
物鞄物聯働済脚脚郷遠藤  



生保・母子世帯自立支援モデル事業／生活型世帯の状況（委託事業等の参加状況）  
芸貴静こ附託案体   験研修   自立支】王教室  北澤・直立釧路高等技縛寺門学I完  

番号  氏名  年齢  保護開始年月  子供構成   介孟蔓草某所  NPO法人  0A事務科出席率  事業縛丁捜の特記事項  
A   B   C   D   E   10月  11月  12月   

口  A  Z了   H17・5   ／ト4・6  tヱ1●■  多動気味の長男が偏属領に人里できた。   

2  B  30   HlO・2   保1  （妙  事業期間中に就労し、推機中。   
3  C   46   H15・10  16・中2・小6・4   喧）      （2）●  子どもの預け先が決まれば、2月から就労予定。   

D   34   H16・4   小5t3  ④■  5  E  25  H14・8  3・4  事業絶7後、2月から就労が決まった。   

6  F   38   H15・8   餌 麺  ホームヘルパーの資格取得・ガイドヘルパー資格取絹中。   

7  G   34   H16・3   小6りト5・保1  インターンシップも行い、事業終了後、研♯先でヘルパーとして採用され、稼動開始している。   

8 _H _ 33   HlO・5   小5  

9   27   Hll・10   小1  罰  求職活動中。   
10   J   37   H12・2   小6・養差別、4    塵」【  事業期間中は就労していたが、12月31日で仕事をやめ、今求職活動中。   

K   23   H14・11   2  

L   

佑）  6  80，i   9ヰヽ  oAでは、試験を受けていないが、受講した事はプラスになったと言ってい右こ 
1Z  32   H16・11   小2・5  ゆ  もともと就労していた。尚仕事は継続中。   
13   M   47   H13・1†   高2・3   0）  0）●  
14   N   37   H13・4   中2  事美期間中に就労し、継続中．   【【‾Ⅳ‾‾m‾   
15   0   29   H17・6   中1りト5   0）  郎  ヘル′トニ級職樽・事業終了後12月8日から、老健で就労亭 「   
16   P   32   H14・8   小4・小1  袈  求微活動中。   
17   Q  29   H16・10   89 ●■  事業終了後、1月23日から就労。   

18  R   37   H6tlO  16・中2りト5りl＼3  旬）  
（刀  

Q）   10肪   lClO～   91ヽ  ワードユ級・エクセル8級合格。   

19 _ S  3丁   Hll・10   中2・小6  うつ病なので求職活動が難しい。   
20   T   31 _ H16・10   小5・保2  Q）  事業期間中に就労し、継続中，   

∪   21  37   H12・4   亭吉T  「  0）  
22   ∨   35   H17・6   中3・中1  OA辞退  
23   W   29   H15・6   保1  碩「  
24   X   37   H15・4  小6．2人・小3・3  lヱ1●  参加して情報交換が出来たと言っている。   
25   Y   40   HlO・3   小5  1 

00  

26   Z   27   H14・3  小1  88！i 1 100㌔ 1 1001    ワード3級、エクセル3牧舎格・求職活動中。   
35   H12・12   27  Al  退学  

28  Bl   33  H16・12   中1りト5  88ヽ 1  85ヽ    100ヽ    OAでは試眉を受けていない、就労指導員の面接活用で求職中。   
33   H17・2   小3り小1  29  Cl  退学  

30   Dl  23   H16・10   保1  丁5ヽ l  l【）0ヽ 1 88ヽ    ワード3扱 エクセル3級合格・求職活動中   

3†  El   30  H†4・2  小2  
3Z   Fl   20   H14・2   保2  100ヽ  90t   88ヽ  ワード3級、エクセルユ級合格。   

33 _G_1_ 35   H15・9   保1  88t   95ヽ   7†ヽ  ワ一問扱、エクセル3級合格・求職活動中。   
34   Hl   21   H17・1   保1・1  100ヽ   100ヽ  100t  ワード3級 エクセル3級合格   
35   H17・2   m  30  小4・幼2  88l  100％   8～1  ワード3級合格、OA愛三lがとても良かったと言っている。   
36   Jl   36   H12・9  小ト16  遍宇  

36   37  Kl    H16・8   小5りい1  

38  Ll   27   H15・10   ●  
44   39  Ml  H16・8  高1  lコ  OA受講では試験を受けていない・求職活動中   88～  95l  1 1001  ワード3飯エクセル3級▲格資軒夏着方正亮亮事を探している  

40   Nl   34   HlO・11   不吉司両「 不  
41   01  Z9  H17・6   2  不  
42  Pl  43  H13・11   中1・小5  不  【追妃】OA講座受講後の状況受講者12名のうち（3名は退学〉  

43  Ql   26   H16・9   ● ■  
30   小2りい1  44  ■  ①就職した者2名（1名はその後、増収廃止。1名は月・5万円程）  

（診求職活動につながった者3名（積極的に求職活動中）  45  H16・2   不3・3・1  Sl  35  ●  
Tl  38  H16・4  46  ●  ③子どもの問題が課題となっている状態の者4名  

47  Ul  3g  吐1卓二4  小4・5  ■  ④本人の神経症が課題となっている者1名  
48  Vl    24  H14・2   5・3  ●  ⑤効果の程が分からない者2名  
49   Wl  33  H16・4  3  ●  

28   Xl  H15・3   小3・1  ●  
51   Yl  36   H3・1   2  ●  
5Z   Zl  43   H9・12  高1  ●  
53   A2   4l   HlO・3   小1  ●  
54   B2   46   H9・3   ホ4  □  
55   C2   37   H17・6   不手面 ●  
56   D2   39   S63・10   20りい6  ｝  
57  

参加意思を表したが当日欠席した方  
69  

70  
参加出来ない等の意志を表した方  

96  

○内勤字は参加回数 不＝OA不合格 ●＝就戦講習蓼加 ■＝料理講習参加   



生保・母子世帯自立支援モデル事業／就労型世帯の状況（及び生活型世帯で就労ケース）  

● 済 （▲就職するが中途退職）□ 予定 P パート  

番号  氏   名  年 齢  保護開始年月  子供構成  就労指導員面接   就労支援  特 記 事 項   
事業選定l選定メニュー  

A  25  H15．8  保1   ●  9／ ●P  職   安  ○  8万円  40分   継続  就労指導面接嫌がる。CWの働きかけで職安へ。保育入所中で問題なく就労   

2  B  27  H16．12  6．5   ●  10／ ●P  職   安  ○  10万円  継続  ※※関係就職、職安の求職決まらなかったが、生活型誘うと早く自立したいと   

3  C  35  H17．1  小5ノト3  9／1●P  福祉事務所  求人紹介  5万円  15分   継続  仕事を斡旋、NPO受託の※※※X清掃業務。養育・通勤・勤務時間条件が合う   

4  D  40  H5．4   17   ●  8／1●P  福祉事務所  求人紹介  7万円  15分   継続  ※※助手に。生活面等で課題あったが、高卒長男の就職も影響か   

5   E  45  H17．7  中2．小6  ●  8／1●P  福祉事務所  求人紹介  4～5万円  30分   継続  CW仕事を斡旋、※※助手として就労。資格取得希望・生業扶助対応する   

6   F   47  H17．4  高17   ●  6／ ●P  職  安  ○  10万円  10分   継続  介護・病院の勤務経験有り、職安紹介でグループホーム（ヘルパー資格有）へ   

7  G   30  H14．2   6  生活型・親子サロン参加  ●P  福祉事務所  求人紹介  4万円  40分   継続   ●  ※※※※※参加中にNPO清掃業務を案内され就職。もっと（時間）働きたいと。   

8   H  37  Hll．11  18．17．11  モデル対1外世♯・非R分母子  ●P  福祉奉拝所  求人紹介  5万円  40分   継続  NPO※※業務をモデル世帯外にも案内した所、応募・採用。現在も継続中   

9   31  H16．10  小4．保．保  生活型・介護研修参加  ●P  福祉事務所  求人紹介  4万円  継続   ●  介護研修に従事中、介護助手を紹介・採用。気にいっていて資格取得希望   

止   J   26  H14．8  小1  ●9月  一般紹介  （7万円）  継続  保護開始前から販売貞で稼動中、転隠増収月的で事業に登録。   

1†  K  29  H15．4  小1．保1   ●  6／29 ●P  職  安  職安同行  6万円  10分   継続  ※※※※店員、母子支援員鞍安同行・託児と保育園入所CW援助   

12  し  36  H13．4  中2   ●3回  8／6 ●P  職  安  生活型参加  5′・■6万円  5分   継続  生活型に一旦参加（※※※※※※※）、自力で※※※※※※※に店員として就労開始   

13  M  40  Hll．3  16．15．12  ●2回   ●9月  一般紹介  ○  ハローワーク・コーディネーター継続相談対応中   

14  N  28  H14．12  小2   ●2回  ○  昨年から就労指導員継続指導中、面接一度×、お金を扱う職種を嫌う   

15  0  24  H17＿1   保   ●   ●7月  一般紹介  ○  就労中   

16  P   30  H13．11  小4  9／ ●P  自   分  ○  2万円  2分   継続  体調崩し退職するも快復し、元の※※屋に再就職   

T7  Q  37  H12．2  小6ノト4  隻語璧・おおぞら事ウl＋介怪事加  ●P  自   分  ○  4万円  継続   ●  生活型休験研修中に自分で※※屋に就労。子供の将来考え作業所手伝い継続   

18  R  41  H13．5  18．17．15  6／10 ●P  自   分  生薬扶助  10万円  30分   継続  生業扶助（ヘルパー）、就職先決まらず体瞼研修勤めたところ介護事業所就職   

19  S   50  H17．3  中3  ▲  自   分  ○  継続  12月9日から就労中   

20  T   49  H＝．7   16  8／11●P  自   分  ○  6万円  20分   継続  ※※※のベットメークの仕事、一時、子の受験失敗で落ち込むが最近元気が。   

21  ∪   32  H17．12  中1ノト5  ●2回  ▲  福祉事務所  研修受講  CW斡旋で※※※※就労するも、萎縮し3日で退職。CW勧めでOA講習受講中   

22  ∨  42  H6．4  1臥16  ▲  ○  継続  CWの指導で就労（※※※店員）するもパートながら残業が負担で2ケ月で退職   

23  W  37  H15．2  小6   ●  ［コ  指導員面接キャンセル続く、生活型切替働きかけ中。※※※資格あるが   

24  ×   22  H16．5   3  ○  □  就労指導面接の勧めに応えず、生活型支援に参加呼びかるも参加意思なし   

25  Y  35  H17．4  15．12．11   ●  就労指導員の二回目以降の面接のキャンセル続く。当面の課題別にありか。   

26  Z  42  H14．4  13．12．9  （）  望  

27  Al  48  H 3．7  高16  ▲  福祉事務所  継続  介護施設清掃業務を斡旋、就労するも半月で解雇。   

職安求職中、子供の養育問題（保育所入所）が解決せず進展しない。   28  Bl  32  H†4．7  5．3．幼   ●3回  ○  

29  Cl  24  H17．4  1．0   ●  ○  ●  子供の養育状況から生活型へ切替。経該、資格有り。子どもが小児喘息のため求職活動停止   

30  Dl  39  廃止  6月に転出により保護廃止  



母子自立支援選定検討表（む  
世帯主  ※・※  生活型  
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母子自立支援選定検討表②  

診断（自立阻害要件）  

3歳の子供の預け先の確保。  

支援策の種類  

生活型が望ましい。  

支援策  

生活型でそんぐ・社協といった介護福祉施設でのボランティア活動を体験してもらう。  

具体的手順  

主の意向を再確認した上でそんぐ－社協等の活用を図りたいが、とりあえずは子供の預け先が  

問題となっている。この問題はとりあえず保育園への一時預かりで問題は解決できそうである。  

また、一時預かりが可能な場合、日程確認をして介護福祉施設へのボランティアヘ行ってもらう。  

なお、詳しい状況経過については別紙参照。  

働きかけと結果と評価  

介護事業所の＊＊＊＊へ月に2回ほどのボランティアヘ参加してもらい、9月から週に2回の  

ボランティア参加となった。介護事業所からの感想・意見や評判としては「一生懸命に仕事を  

されており、ヘルパー利用者の方もよくしてくれてると褒めていただいています。」と大変  

高い評価をもらっており、12月からはヘルパー2級の資格取得のためヘルパー受講をしており、  

取得後はそれを生かして、就労につなげればと思います。また、1月からはインターンシップとし  

て福祉施設実習をする予定である。  
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自立支援選定検討表③  
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自立支援選定検討表③  
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